第５学年　道徳学習指導案

指導者　○○○○　
１　主題名　　誠実な心で　　（Ａ－２　正直・誠実）

２　資料名　　『手品師』（出典：「かがやけみらい　道徳５年」学校図書）
　　　　　　　　　
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
　本時では、内容項目Ａ「主として自分自身に関すること」のうち「正直・誠実」について扱う。第５学年及び第６学年の内容項目は「誠実に、明るい心で生活すること。」となっており、児童がこれから人間関係を形成していく上で根本的に必要である誠実さについて考えさせるとともに、真心を持って人と接する態度を育てようとするものである。
児童が積極的で健康的な自己像を描くには、誠実さをもち、明るく楽しい生活を心掛けようとする姿勢をもつことが大切である。過ちや失敗はだれにも起こりうることであるが、自己保身的なうそやごまかしは、他者の信頼を失うどころか、自分自身の中に後悔や自責の念、苦悩などが生じる。それを乗り越えるのが正直な心であり、自分自身に対する真面目さであり、伸び伸びと過ごそうとする心の明るさである。そのような誠実な生き方を大切にする心を育てていくことが重要である。
５年生は、自分の判断や気持ちに従って行動することの大切さが理解できるようになってくる年齢である。しかし、仲間関係を意識したり、自分の損得を考えて行動したりしてしまうことも少なくないと思われる。自我の高まりとともに多感な時期を迎える児童に、自分をごまかしたり、自分と向き合うことから逃げたりしないように、自分の心に誠実であり続け、明るく生活しようという心を育てていきたい。
（２）子どもの実態について
　本学級の児童は、子どもたち同士の仲が良く、互いに自分を主張しつつも上手に助け合って生活している。下校時や休み時間に、休日に遊ぶ約束をしたり、スポーツ少年団への集合を確かめ合ったりしている様子もよく見られる。約束を守ることや、人が見ているかいないかに関わらず良くない行動をとらないことは、子どもたちの生活の中に定着していると思われる。一方で、友達の目を気にして、自分が本当にやりたいことを主張せず諦めたり、宿題や学習用具を忘れたときに言い訳してごまかそうとしたりという、自分の心に誠実とは言えない行動も時々見られる。誠実な行動ということをまだ意識できていない子も多い。そこで、本時を通して、「誠実」の具体例を学び、より望ましい自分であろうとする心掛けの大切さに気づかせるとともに、自己の良心に忠実な言動をとろうとする心情を育てたい。


（３）資料について
　腕はよいが余り売れない手品師は、大劇場に出ることを夢見ていた。ある日、落ち込んでいる一人ぼっちの男の子に出会う。慰めようと手品を披露して、次の日も来ることを約束する。その夜、手品師は、友人からの電話で大劇場に出るたった一度のチャンスを持ちかけられるが、葛藤の末、出演を断る。そして次の日、男の子の前で、約束通りすばらしい手品を次々に披露する、という内容の資料である。
　この資料では、手品師が自分の夢に向かうチャンスを棒に振っても、約束を守り、良心に従い、自分に対して誠実であり続けたという崇高なまでの姿が描かれている。大劇場か、男の子との約束かで葛藤する場面で十分に手品師に共感させ、自分の決定に対する手品師の思いを考えさせることで、ねらいとする価値に迫りたい。　

４　指導に当たって
（１）指導方法の工夫　
 　導入では、「約束」という子どもたちにとって身近な言葉を取り上げる。事前のアンケートをもとに、約束をしたあとに大切な用事ができてしまったらどうするか問うことで、約束の大切さについて考えさせ、問題意識を持たせるようにする。
　資料を範読する際には、場面絵を提示しながら読み進めることで、児童の理解を助けたい。耳からの情報だけで処理することが苦手な児童もいるので、場面絵を黒板に貼っていくことで、物語の展開を視覚的に理解させたい。
　途中、手品師が大劇場か男の子との約束かで迷う場面で、範読を切る。自分ならどうするかを赤白帽子で示させ、考えが変わったら変えていいことを話した上で、まずペアで考えを聞き合う時間を持つ。そのとき、どうしてそう考えたのか、わけを言いながら交流させるようにする。その後、全体の交流を持ち、話し合う。話し合いの際には、男の子に連絡をして日にちをずらす等の方法論に流れないように配慮する。
後半の範読後は、男の子の前で演じている手品師の気持ちを考えさせることで、あくまで先約を優先し、自分自身に対して誠実であり続けた手品師の生き方に焦点を絞りたい。
　（２）教科化を見据えた取り組み
　子どもたちが多様な考え方に接し、考えを深め、判断して表現するためには、言語活動を充実させなければならない。本時では、全体交流でなかなか自分に考えを表現するのが得意でない子に少しでも思いを表現する機会を持たせるために、ペアで聞き合う時間を設ける。その上で全体交流を持つことで、考えを表現することへの抵抗を減らし、話し合いのスキルを上げていければと考える。
　　５　本時の指導
（１）　ねらい
[bookmark: _GoBack]　大劇場への出演か男の子との約束かで迷う手品師の気持ちを話し合うことを通して、自分の心に誠実に、明るい心で生活しようとする態度を養う。
（２）　準備　　　　教師：場面絵、ワークシート　
　　　　　　　　　　児童：赤白帽子
（３）　展開
	時刻
	段階
	学　習　活　動　　・予想される子どもの反応
	◇教師の支援　◎評価

	13:50
	導入
	１　今日のねらいを確認する。
　約束は大切ですか。約束をしたあとに、大切な用事ができてしまったら、どうしますか

　　　
・日にちを変える　・謝る　　・約束を優先　　
	◇自分の経験を振り返って発表させ、道徳的価値へ意識を向かわせるようにする。

	13:53









14:10
	展開前段
	２　資料「手品師」の前半を聞いて、話し合う。
　手品師の夢は何だったでしょう　
・大劇場のステージ　・華やかな手品　・お金持ち
自分が手品師だったら、どちらを選ぶでしょう

大劇場へ（赤）
・せっかくのチャンス
・夢がかなう
・二度とないかも
男の子のところへ（白）
・約束を守りたい
・男の子が喜ぶだろう
・裏切りたくない






３　後半を聞き、手品師の気持ちを考える。
　　男の子の前で演じている手品師は、どんな気持ちだったでしょう


・すっきりした ・約束が守れた ・これでいいんだ
　約束を守るということは、相手だけではなく自分の心にも誠実であるということなんだね。

	◇手品師の願いを押さえるとともに、迷いを左右に板書して整理する。
◇自分ならどうするかを問うため、結末を知らせず前半で範読を切る。
◇赤白帽子を活用し、自信を持って発言させるために、ペアによる対話のあと全体交流をもつ。
◇男の子が喜ぶから約束を守るのかと問いかけ、自分の心にも誠実であることを考えさせる。

	14:20
	展開後段
	４　今までの自分をふり返る。約束を守れた経験や、守れなかった経験はありますか。



・ぼくは、遊ぶ約束を断っちゃったことがある　
・お母さんとの約束は必ず守るようにしている
	◇約束をした経験を具体的に思い起こさせる。
◎誠実に行動しようという態度を養うことができたか。（ﾜｰｸｼｰﾄ・発言）

	14:30
	終末
	５　教師の説話を聞く。
◇約束を守って、心がすっきりした教師の経験を話す。
	



（４）評価
　大劇場への出演か男の子との約束かで迷う手品師の気持ちを話し合うことを通して、自分の心に誠実に、明るい心で生活しようとする態度を養うことができたか。
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第５学年 道徳学習指導案 

 

指導者 ○○○○  

１ 主題名  誠実な心で  （Ａ－２ 正直・誠実） 

 

２ 資料名  『手品師』（出典：「かがやけみらい 道徳５年」学校図書） 

          

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

 本時では、内容項目Ａ「主として自分自身に関すること」のうち「正直・誠実」につい

て扱う。第５学年及び第６学年の内容項目は「誠実に、明るい心で生活すること。」となっ

ており、児童がこれから人間関係を形成していく上で根本的に必要である誠実さについて

考えさせるとともに、真心を持って人と接する態度を育てようとするものである。 

児童が積極的で健康的な自己像を描くには、誠実さをもち、明るく楽しい生活を心掛け

ようとする姿勢をもつことが大切である。過ちや失敗はだれにも起こりうることであるが、

自己保身的なうそやごまかしは、他者の信頼を失うどころか、自分自身の中に後悔や自責

の念、苦悩などが生じる。それを乗り越えるのが正直な心であり、自分自身に対する真面

目さであり、伸び伸びと過ごそうとする心の明るさである。そのような誠実な生き方を大

切にする心を育てていくことが重要である。 

５年生は、自分の判断や気持ちに従って行動することの大切さが理解できるようになっ

てくる年齢である。しかし、仲間関係を意識したり、自分の損得を考えて行動したりして

しまうことも少なくないと思われる。自我の高まりとともに多感な時期を迎える児童に、

自分をごまかしたり、自分と向き合うことから逃げたりしないように、自分の心に誠実で

あり続け、明るく生活しようという心を育てていきたい。 

（２）子どもの実態について 

 本学級の児童は、子どもたち同士の仲が良く、互いに自分を主張しつつも上手に助け合

って生活している。下校時や休み時間に、休日に遊ぶ約束をしたり、スポーツ少年団への

集合を確かめ合ったりしている様子もよく見られる。約束を守ることや、人が見ているか

いないかに関わらず良くない行動をとらないことは、子どもたちの生活の中に定着してい

ると思われる。一方で、友達の目を気にして、自分が本当にやりたいことを主張せず諦め

たり、宿題や学習用具を忘れたときに言い訳してごまかそうとしたりという、自分の心に

誠実とは言えない行動も時々見られる。誠実な行動ということをまだ意識できていない子

も多い。そこで、本時を通して、「誠実」の具体例を学び、より望ましい自分であろうと

する心掛けの大切さに気づかせるとともに、自己の良心に忠実な言動をとろうとする心情

を育てたい。 

 

 

